































































































































	第15章　積算
	15.3 港湾改修計画
	15.3.1 事業費
	15.3.2 当初事業費
	15.3.3 運転・維持管理費

	15.4 支出計画
	15.5 積算の内訳

	第16章　プロジェクトの評価
	16.1 投資規模および実施計画
	16.2 プロジェクト効果についての検討
	16.2.1 事業効果
	16.2.2 施設効果

	16.3 経済分析の目的と手法
	16.3.1 目的
	16.3.2 手法
	16.3.3 経済価格への変換

	16.4 経済分析の前提条件
	16.4.1 計算期間
	16.4.2 「With」ケース
	16.4.3 「Without」ケース
	16.4.4 貨物量

	16.5 便益
	16.5.1 便益項目
	16.5.2 海岸保全による土地侵食の減少
	16.5.3 経済活動の維持
	16.5.4 住居・政府庁舎等の保護および交通施設の維持費減少
	16.5.5 土地価値の上昇
	16.5.6 滞船費用の節減
	16.5.7 船舶遅着による荷役労働者待機費用の節減
	16.5.8 運転資金金利の節減
	16.5.9 荷役効率改善による荷役費用の減少
	16.5.10 荷役労働待機時間の減少
	16.5.11 防波堤維持費の減少
	16.5.12 岸壁被災時の沖合荷役の減少
	16.5.13 港湾施設被害の減少
	16.5.14 空港西端の航空機計器着陸装置(ILS)の直接被害の回避
	16.5.15 「Without」ケースの建設費（災害復旧時）

	16.6 費用
	16.6.1 建設初期投資
	16.6.2 管理運営費
	16.6.3 更新投資

	16.7 EIRRの計算
	16.7.1 年間費用・便益
	16.7.2 EIRRの計算

	16.8 結果
	16.8.1 ベースケースの評価
	16.8.2 感度分析

	16.9 予備的財務分析
	16.9.1 財務分析の目的
	16.9.2 財務分析の手法
	16.9.3 財務分析の前提条件
	16.9.4 結果


	第17章　組織
	17.1 事業主体
	17.2 共同運営
	17.3 運転と維持管理
	17.4 情報交換

	第18章　環境対策
	18.1 概要
	18.2 海岸域の環境保全
	18.2.1 水質
	18.2.2 眺望

	18.3 当事業と環境
	18.4 より良き環境に向けて

	第19章　事業実施に向けて
	19.1 組織面
	19.2 技術面
	19.3 財務面

	裏表紙

